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本
年
６
月
「
改
正
子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
法
」
が
成
立
し
、

貧
困
改
善
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
を
市

町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。
目
的
に

「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
精
神

に
の
っ
と
り
」
と
明
記
さ
れ
、
人
権
保

障
を
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。
厚
労
省
の
調
査
で
も
、

子
ど
も
の
貧
困
率
は
年
々
増
え
続
け
、

７
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
貧
困
が
子
ど
も
に
与

え
る
影
響
は
、
単
に
経
済
的
困
難
だ
け

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
発
達
、
不
十
分

な
衣
食
住
に
よ
る
不
健
康
、
虐
待
な
ど

に
及
ぶ
こ
と
が
多
く
、
自
分
に
自
信
が

持
て
な
い
と
い
う
人
格
形
成
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。

　

本
年
は
「
幕
別
町
子
ど
も
の
権
利
条

例
」
が
定
め
ら
れ
て
10
年
の
節
目
の
年

で
も
あ
る
。
昨
年
、
町
は
子
ど
も
の
貧

困
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
今
後
の
対
策

が
期
待
さ
れ
る
。
以
下
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

(1)
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
実
態
調
査
の

結
果
と
対
策
は
。

(2)
学
校
や
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
と
連

携
し
、
福
祉
の
視
点
か
ら
貧
困
に
あ
る

子
ど
も
へ
の
支
援
を
。

(3)
相
談
体
制
の
確
立
を
。

(1)
平
成
28
年
度
に
北
海
道
が

実
施
し
た
「
北
海
道
子
ど
も
の
生
活
実

態
調
査
」
と
同
様
に
、
小
学
校
５
年
生

お
よ
び
中
学
校
２
年
生
は
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
、
小
学
校
２
年
生
は
保
護
者

の
み
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
調
査
件
数

４
７
４
人
に
対
し
有
効
回
答
件
数
は

４
０
１
件
、
有
効
回
答
率
は
84
・
６
％
、

保
護
者
の
調
査
件
数
７
２
０
人
に
対
し

有
効
回
答
件
数
は
６
０
６
件
、
有
効
回

答
率
は
84
・
２
％
で
あ
っ
た
。
町
独
自

の
調
査
項
目
で
あ
る
「
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
」
で
は
、
保
護
者
に
対
す
る

「
必
要
性
」
の
問
い
に
つ
い
て
、
「
必
要

だ
と
思
う
」
が
82
・
３
％
、「
必
要
な
い
」

が
12
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
「
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
に
あ
る
と
良
い
と

思
う
取
組
」
の
問
い
で
は
、
複
数
回
答

で
、
「
学
習
指
導
が
受
け
ら
れ
る
」
が

65
・
２
％
、
「
多
世
代
交
流
が
で
き
る
」

が
48
・
３
％
、
「
子
ど
も
食
堂
」
が
29
・

５
％
と
な
っ
て
お
り
、
年
収
階
層
に
関

わ
ら
ず
回
答
の
傾
向
は
お
お
む
ね
同
様

で
あ
っ
た
。
現
在
、
本
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
幕
別
町
次
世
代
育
成
支
援
対

策
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、
令
和
２
年

度
を
始
期
と
す
る
５
か
年
計
画
「
第
２

期
幕
別
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
お
け
る
各
種
施
策
の
方
向
性

に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
い
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
具
体
的
な
取
組
を
お
示
し
で

き
な
い
が
、
法
改
正
に
よ
り
努
力
義
務

化
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
」

を
含
め
て
本
計
画
を
策
定
し
た
い
。

(2)
、
(3)
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
効
果
的

に
進
め
る
た
め
、
相
談
対
応
が
出
発
点

と
な
っ
て
、
教
育
、
生
活
、
保
護
者
の

就
労
お
よ
び
経
済
的
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
第
一
に
努
め
る
こ
と
と

し
、
子
育
て
や
教
育
に
関
わ
る
現
場
に

お
い
て
生
活
困
窮
に
関
す
る
相
談
が
あ

っ
た
場
合
は
、
関
係
部
署
か
ら
の
連
絡

に
よ
り
福
祉
課
が
生
活
状
況
の
把
握
と

生
活
面
の
相
談
を
行
う
体
制
を
整
え
て

お
り
、
ど
こ
で
相
談
を
受
け
た
場
合
で

あ
っ
て
も
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
や
保
育
所
、
幼
稚
園

と
連
携
し
、
「
気
に
な
る
子
ど
も
」
に

つ
い
て
は
、
早
期
の
情
報
提
供
を
促
す

と
と
も
に
、
内
容
の
確
認
と
「
幕
別
町

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
の
ケ

ー
ス
検
討
会
議
を
行
い
、
関
係
機
関
が

情
報
共
有
し
、
支
援
策
や
役
割
分
担
を

決
め
、
虐
待
の
早
期
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
と
も
相
談
者
の
心
情
に

十
分
配
慮
し
、
生
活
状
況
を
正
確
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て
は
、
学
校
、
保
育
所
や

幼
稚
園
な
ど
関
係
部
署
と
連
携
を
図
る

ほ
か
、
「
就
学
援

助
」
、
「
奨
学
資
金

の
活
用
推
進
」
、

「
低
所
得
者
へ
の

給
食
費
等
の
支

援
」
な
ど
経
済
的

支
援
に
努
め
た
い
。

答問
「
第
２
期
幕
別
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
」
を
含
め
て
策
定
し
た
い

幕
別
町
の

「
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
」
の
結
果

と
対
策
は

問

町
　
長

野原　惠子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

種　別 相談件数

身体的虐待 ６件

心理的虐待 １３件

合計 １９件

平成 29 年度
児童虐待相談件数

（帯広児童相談所 [幕別町分 ]）


